
様式１ 

応急手当講習受講申請書 

 

令和  年  月  日 

広島市消防局長 様 

事業所（団体）名 
 

所在地                

担当者 

氏名 

                電話番号（   ）   －         

講習種別等 

該当する□に✓を入れてください。 

種別 

（※１） 
普通救命講習（ □ Ⅰ  □ Ⅲ ） 

WEB 講習の利用

（※２） 
事前の WEB 講習を利用する（□はい □いいえ） 

希望日時  令和  年  月  日（  ）   時  分 ～   時  分 

希望場所（住所） 
 

講師派遣のため、駐車場１台分の確保をお願いします。 

受講者         名（別添名簿のとおり） 

資器材等の状況 

該当する□に✓を入れてください。 

【準備可能資器材】 

□ テレビ   

□ プロジェクター 

□ 延長コード 

□ DVD プレーヤー 

□ 訓練用人形（  体） 

 

□ スクリーン 

□ 訓練用 AED（  台） 

 

備 考  

 

※１ 普通救命講習（Ⅰ・Ⅲ）について  

・成人に対する心肺蘇生法を希望の場合は「普通救命講習Ⅰ」を選んでください。 

・小児、乳児等に対する心肺蘇生法を希望の場合は「普通救命講習Ⅲ」を選んでください。 

 

※２ 応急手当 WEB講習の利用について 

・普通救命講習（Ⅰ・Ⅲ）の座学にあたるもので、講習受講日の 30 日前から当日までに

WEB 講習を行ってください。 

・WEB 講習を利用しない場合、座学と実技をあわせて３時間の講習となりますが、WEB

講習を利用する場合は、講習時間が 1 時間短縮（当日は 2 時間の実技講習）されます。 

なお、WEB 講習を修了していない場合、普通救命講習修了証の発行ができませんので、 

ご注意ください。 

 

◇注意事項◇ 

受講申請書の提出前に必ず救急教育センターと講習日時の調整を行ってください。 

お申込みの団体名等を記入 

講習の調整・連絡を

担当される方を記入 

希望の講習区分にチェック 

救命講習の実施場所を記入してください。 

※講習場所は受講者様で手配していただきます。 

※資器材搬入のため、必ず駐車場が必要です。 

受講者様で準備できる資器材があれば、 

該当項目にチェック 



様式７ 

救命講習受講者名簿兼修了証交付簿 

 

講習種別 

該当する□に✓を入れてください。 

普通救命講習（ □Ⅰ □Ⅲ ）  

応急手当 WEB 講習の利用（ □あり □なし ） 

事業所 

（団体）名 
区分【  】 

実施日時 令和  年  月  日（  ）   時  分 ～ 

実施場所  

※ 区分欄   消防職員～1  消防団員～2  自主防災会～3  町内会等～4  事業所等～5   

団体・グループ～6   市職員～7   その他～8   

 

整理 

番号 
新規・再受講別 氏 名 （ふりがな） 

※応急手当 WEB 講習 

受講証明書 ID 

 ○新 ・再 (             ) -     - 

 新・再 (             ) -     - 

 新・再 (             ) -     - 

 新・再 (             ) -     - 

 新・再 (             ) -     - 

 新・再 (             ) -     - 

 新・再 (             ) -     - 

 新・再 (             ) -     - 

 新・再 (             ) -     - 

 新・再 (             ) -     - 

 新・再 (             ) -     - 

 新・再 (             ) -     - 

 新・再 (             ) -     - 

 新・再 (             ) -     - 

 新・再 (             ) -     - 

 新・再 (             ) -     - 

 新・再 (             ) -     - 

※ 応急手当 WEB 講習受講証明書 ID は、名簿提出時に当該 ID が取得できている場合に記載して 

ください。なお、実技講習までに、必ず応急手当 WEB 講習受講証明書 ID を取得（応急手当 

WEB 講習を受講）してください。  

 

受講申請書と同一の日時と場所を記入してください 

初めて受講される方⇒新 

２回目以降の受講の方⇒再 


